
(57)【要約】

【課　題】　　耐久性を有するとともに、抗力を極力増

大させないで、キャビテーションの発生を促進すること

ができるプロペラを提供する。

【解決手段】　プロペラ（１４）は、プロペラ翼（１

６）の背面（１７）に、前縁（１６ａ）に沿って凹溝

（２１）が形成され、キャビテーションが促進されてい

る。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　プロペラ翼の背面には、前縁に沿って凹

溝が形成され、キャビテーションが促進されていること

を特徴とするプロペラ。

【請求項２】　前記凹溝には、プロペラ翼の前縁側に近

い縁部に角部が形成されているとともに、プロペラ翼の

後縁側に近い縁部は滑らかに形成されていることを特徴

とする請求項１記載のプロペラ。

【請求項３】　プロペラ翼の背面に形成されている凹溝

が、一本であることを特徴とする請求項１または２記載

のプロペラ。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、船外機などのプロ

ペラの様に、水中などの液体中で使用されるプロペラに

関する。

【０００２】

【従来の技術】高速域のプロペラとして、プロペラ翼の

背面の略全面にわたってキャビテーションを発生させて

プロペラ効率を向上させているスーパーキャビテーティ

ングプロペラが知られている。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の

スーパーキャビテーティングプロペラは、運航状態によ

り、キャビテーションがプロペラ翼の背面の略全体では

なく、部分的に発生することがある。そして、この様な

場合や、スーパーキャビテーションになるまでの過渡的

な状態において、プロペラ効率が低下する。そこで、キ

ャビテーションの発生を促進することを検討した。キャ

ビテーションの発生を促進する手段としては、プロペラ

翼面を粗くしたり、細いワイヤーを取り付けたり、ペイ

ントで段差を付けたりすることが考えられる。しかしな

がら、これらの手段では、抗力が増大してプロペラ効率

が低下することがある。また、耐久性が低く、実用に耐

えないことがある。

【０００４】本発明は、以上のような課題を解決するた

めのもので、耐久性を有するとともに、抗力を極力増大

させないで、キャビテーションの発生を促進することが

できるプロペラを提供することを目的とする。

【０００５】

【課題を解決するための手段】本発明のプロペラ（１

４）は、プロペラ翼（１６）の背面（１７）に、前縁

（１６ａ）に沿って凹溝（２１）が形成され、キャビテ

ーションが促進されている。

【０００６】また、前記凹溝には、プロペラ翼の前縁側

に近い縁部に角部（２２）が形成されているとともに、

プロペラ翼の後縁側（１６ｂ）に近い縁部は滑らかに形

成されている場合がある。

【０００７】さらに、プロペラ翼の背面に形成されてい

る凹溝が一本である場合がある。

【０００８】

【発明の実施の形態】次に、本発明におけるプロペラの

実施の一形態を図１ないし図４を用いて説明する。図１

は本発明におけるプロペラを備えている船外機の側面図

である。図２はプロペラの背面（すなわち、船体側から

見た）図である。図３はプロペラ翼の断面図で、（ａ）

が図２の III-III断面図、（ｂ）が（ａ）のＢ部拡大図

である。図４は前進率とプロペラ効率との関係を示すグ

ラフである。なお、図２における二点鎖線は凹溝２１の

端部の回転軌跡である。

【０００９】図１において、船外機は、上側から順番に

アッパーカウリング１、ロワーカウリング２、アッパー

ケーシング３およびロワーケーシング４からなるハウジ

ングで覆われている。そして、船外機を小型船舶に装着

するための取り付けブラケット６は、小型船舶のトラン

サム７などに取り付けられて固定されている。この取り

付けブラケット６の後部に、ピボット軸などを介して船

外機本体が回動自在に取り付けられている。

【００１０】アッパーカウリング１およびロワーカウリ

ング２からなるカウリング１，２の内部には、２サイク

ルエンジン９が配置されている。このエンジン９のクラ

ンクシャフト１０はその軸が略垂直に設けられており、

その回転は、ドライブシャフト１１、傘歯車１２やプロ

ペラシャフト１３などを介して、ロワーケーシング４の

後端部に回転自在に設けられているプロペラ１４に伝達

されている。

【００１１】このプロペラ１４は、３翼のプロペラで、

プロペラ翼１６がプロペラボスから放射状に３枚設けら

れており、右回転している。なお、図２は船体側から見

たプロペラ１４の背面図であり、この図においては、プ

ロペラ１４は反時計方向に回転している。そして、プロ

ペラ１４のプロペラ翼１６は、船体側の面が背面１７

で、また、反対側の面が圧力面（正面またはピッチ面）

１８となっている。

【００１２】このプロペラ翼１６の背面１７には、プロ

ペラ翼１６の前縁１６ａに沿ってキャビテーターとして

の凹溝２１が細長く設けられている。プロペラ翼１６の

背面１７における凹溝２１以外の部分（以下、背面１７

の本体部分１７ａと呼ぶ。）、および、圧力面１８の略

全面は滑らかに形成されている。そして、プロペラ翼１

６の凹溝２１は、図３（ｂ）に図示する様に、プロペラ

翼１６の前縁１６ａ側に近い縁部に角部２２が形成され

ており、一方、プロペラ翼１６の後縁１６ｂ側に近い縁

部は滑らかに形成されており、背面１７の本体部分１７

ａとの境目に段部は形成されていない。また、凹溝２１

は、図２に図示する様に、端部がプロペラ翼１６の付け

根部２６およびプロペラ翼１６の先端部２７には達して

おらず、プロペラ翼１６の付け根部２６付近および先端

部２７付近には凹溝２１は形成されていない。

【００１３】この様に構成されているエンジン９が稼働
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すると、クランクシャフト１０が回転し、ドライブシャ

フト１１、傘歯車１２やプロペラシャフト１３などを介

して、プロペラ１４が駆動され回転する。すると、水流

はプロペラ翼１６の前縁１６ａから後縁１６ｂに向かっ

て流れ、凹溝２１の角部２２でキャビテーションの発生

が促進され、プロペラ翼１６の背面１７の略全面にわた

ってキャビテーションが発生する。また、凹溝２１の下

流側（プロペラ翼１６の後縁１６ｂに近い側）の縁部は

滑らかに形成されており、抗力の増大を極力防止するこ

とができる。

【００１４】また、エンジン９を制御するスロットルレ

バー（図示せず）の操作量を略一定に維持した場合に

は、プロペラ１４の回転速度は、船速が航行速度に達す

るまでは、負荷が大きいので遅く、そして、船速の上昇

とともに段々と早くなる。ところで、プロペラ１４の回

転速度が遅いと、キャビテーションが発生しにくいが、

この実施の形態では、角部２２を具備する凹溝２１が設

けられているので、この凹溝２１の角部２２によりキャ

ビテーションの発生が促進されており、図４に図示する

様に、プロペラ効率が向上している。なお、図４の横軸

は、前進率で、プロペラ１４の前進速度すなわち船速Ｖ

（ｍ／ｓ）を、プロペラ１４の回転数Ｎ（ｒｐｓ）およ

び直径Ｄ（ｍｍ) で割った値（Ｖ／ＮＤ）である。ａが

定常運転時（巡航速度）で、通常は、ａ付近またはａよ

りも左側で運転されている。ｂよりも右側は実験は行っ

ているが、通常は使用しない領域である（急減速時など

に発生することがある）。したがって、キャビテーター

すなわち凹溝２１を設けた方が、キャビテーター無しの

場合よりも、プロペラ効率が向上している。

【００１５】そして、凹溝２１がプロペラ翼１６の付け

根部２６付近に形成されていない理由は、プロペラ翼１

６の付け根部２６付近は流速が遅く、凹溝２１を設けて

も、キャビテーションの発生が少なく、逆に、抗力とな

ることがあるためである。また、凹溝２１がプロペラ翼

１６の先端部２７付近に形成されていない理由は、プロ

ペラ翼１６の先端部２７付近は流速が早く、凹溝２１を

設けなくても、キャビテーションが効率よく発生してお

り、凹溝２１を形成する必要がないとともに、凹溝２１

を設けたことによる抗力の発生を防止するためである。

さらに、キャビテーターが凹溝２１で構成されているの

で、加工が容易で、製造コストを低減することができ

る。

【００１６】以上、本発明の実施の形態を詳述したが、

本発明は、前記実施の形態に限定されるものではなく、

特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内で、

種々の変更を行うことが可能である。本発明の変更例を

下記に例示する。

（１）実施の形態においては、プロペラ１４は船外機に

用いられているが、他の用途にも使用可能である。

【００１７】（２）プロペラ翼１６の数量や形状は適宜

変更可能である。

（３）凹溝２１の本数は適宜選択可能である。しかしな

がら、一本であることが好ましい。

【００１８】

【発明の効果】本発明によれば、プロペラ翼の背面に、

前縁に沿ってキャビテーターとして凹溝が形成され、キ

ャビテーションが促進されている。したがって、プロペ

ラ効率が向上するとともに、キャビテーターの耐久性が

高い。しかも、キャビテーターとしての凹溝はプロペラ

翼から突出することがなく、抗力の増大を極力防止する

ことができる。

【００１９】また、前記凹溝には、プロペラ翼の前縁側

に近い縁部に角部が形成されているとともに、プロペラ

翼の後縁側に近い縁部は滑らかに形成されている場合に

は、凹溝の角部でキャビテーションの発生を促進すると

ともに、凹溝の下流側の縁部は、滑らかに形成されてお

り、抗力の増大を防止することができる。

【００２０】さらに、プロペラ翼の背面に形成されてい

る凹溝が一本である場合には、凹溝が抗力となることを

極力防止することができる。

【図面の簡単な説明】

【図１】図１は本発明におけるプロペラを備えている船

外機の側面図である。

【図２】図２はプロペラの背面（すなわち、船体側から

見た）図である。

【図３】図３はプロペラ翼の断面図で、（ａ）が図２の

 III-III断面図、（ｂ）が（ａ）のＢ部拡大図である。

【図４】図４は前進率とプロペラ効率との関係を示すグ

ラフである。

【符号の説明】

１４　プロペラ

１６　プロペラ翼

１６ａ　プロペラ翼の前縁

１６ｂ　プロペラ翼の後縁

１７　プロペラ翼の背面

２１　凹溝

２２　凹溝の角部
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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